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�
日　程�
時　　間�
テ 　―　マ�
�
�
10月１３日


（日）�
13:00～17:30�
初日も２日目も、私自身が考えていることを講義として提示しつつ、提出していただいたケースを織りまぜながら進めてゆきたいと考えています。�
�
�
10月１４日


（月・祝日）�
 9:00～12:00�
同　     上�
�
�
�
12:00～13:00�
昼　　 食　（各自でおとりください）�
�
�
�
13:00～16:00�
事例検討・講義ほか�
�



※ 講義の途中、１～２時間の単位で、適宜休憩時間を入れます。


※ 事例提出用紙につきましては、事務局にお問合せ願います。（HPの申込書欄から取りだせます）


※ 要件を満たした場合は、臨床心理士資格認定協会にワークショップ承認申請をします。





子ども・専門講座５





人の成長発達を関係性という視点から捉える、という試みでこの講座をスタートさせて７年目を迎えました。毎年、私自身の講義と、みなさまから出していただいたケースをご一緒に検討してゆくというスタイルで行っています。今年は、「むずかしい親面接をつなげる工夫」というテーマにしました。


子どもの心理治療においては通常、親面接を併用させます。それは親にも問題があるからということでは必ずしもなく、親の協力をえて子どもの問題を解決してゆくと同時に、親が子どもをより理解し、より豊かな互恵的関係性の世界にはいってゆくことを目ざして行われているものです。しかし、スムーズに相談にのって親面接が進むことが困難な場合もあって、相談自体が成立しなかったり、切れてしまうこともしばしば起きます。あるいは、相談は続いてはいるものの、一体自分が何をしているのか、セラピスト自身がよくわからないで困っている、という場合もあるでしょう。親自身が自分の育ちの困難さを抱えていたり、発達的なかたよりがあったり、病気だったり、シングルだったり、働くことができずに生活保護を受けていたり等々、物理的にも精神的にもいっぱいいっぱいであると、なかなか人とつながりにくいように思います。そして、そういう事情を抱えている親が増えているのではないでしょうか。


私は、昨年、本講座で「つながることと、つなげること」というテーマを扱ったのですが、むずかしい親面接の場合、どうつなげてゆくかということを考えることは大切です。というのは、子どもの健やかな成長を支えるためには、親との関係性を切り離して考えることはできないからです。「親子はセット」でサポートできるとよいのです。その意味で、心理的にも物理的にもさまざまな困難さを抱えている親自身を、「あらためて」どのように支えてゆくか、どのような配慮が必要なのか、セラピストがもっているとよい視点、はまりやすい罠などについて考えてみたいと思います。


面接はしているけれども、これでよいのかと迷っているケースや、この親御さんをどのように捉え、理解していけばいいかわからないでいるケース、切れてしまったけれども、何をどうすれば継続できたのか等々、広く「セラピストが対応を苦慮したり困っている親面接」というくくりで、ケースを募集します。私自身のも含めて、ケースから具体的に考えてゆきたいと考えています。 


 　≪田中　千穂子≫





期　　日：２０1３年１0月 １３日（日）～１４日（月・祝日）


対　　象：臨床心理士・看護師・保健師・保育士・相談員・教師など、医療や福祉・教育・相談・


　　　子育て支援などに携わっている専門家、大学院生、および関心のある方々


定　　員：５０名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）


受講料：１２,０００円（税込）　※ 昼食は各自でお手配ください


主　　催：明治安田こころの健康財団


会　　場：明治安田こころの健康財団 講義室　（※ 詳細地図は受講証に添付いたします）


東京都豊島区高田３-１９-１０　  03-3986-7021


ＪＲ山手線・西武新宿線・東京メトロ東西線「高田馬場駅」下車約7分





関係を育てる心理臨床


～むずかしい親面接をつなげる工夫～














